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2018年度 地区協議会活動報告会
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,「田丁田南地域経営ビジョン2030」
a町田市の地区協議会への支援

・地域おうえんコーディネーダTとは

2.各地区協議会の紹介 ……………,・ …・:… ……………

(1)本目原地区協議会

(2)ONW協議会 小出・小山ケ丘地区ネットワーク協議会

(3)本曽地区協議会

(4)忠生地区協議会
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(6)鶴川地区協議会

(7)原隠田地区協議会
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地区協議会について

協働の定義

協l動 とは、地域の多様な主体がお互いを尊重し

ながら、共通の目的を達成するために協力して活

動することです。市では防災、環境、福祉など、

各ノ
刀＼野の所管課が各分野の協l動のパートナーとと

もに、分録別の課題解決に向けた取組みを進めて

きました。しかし、時代の変イしと共に社会の二―

ズが多様化したε、地区で活動する団体間で地区

の課題を共有し、協力して課題解決に向けた取組

みを行うことが賜要となってきました。

そこで、市では2013年 12月に「巴丁田市『協

l動 による地颯社会づくり』推進計画」を策定しま

した。この計画に基づき、地域団体、市民、市が

多角的重層的に協団していくための仕組みづくり

として、地区協議会を設立し、運撓しながら課題

解決に取り組んでいます。

麹区協議会とは?

地区協議会とは、地区の特性と資源をいかし

て、地区の課題を地区自らが解決し、さらに地区

の魅力発信および向上に主体性を持つて取り組む

組織です。市内全域にわたつて組織され、地域社

会を支えている8丁田市巴丁肉会・自治会運合会の地

区運合会、巴ご田市毒少年健全育成地区委員会、母丁

田市民生委員児重委員協議会の参加が跡要になり

ます。その他の組織メンバーは各地区協議会で異

なつており、小・中学校や高校、大学、社会福祉

法人、消【ブち団など、様々な団体が参力B・ 協力して

います。

鬱肇

翁

鶏 暉

青少年健全育成
地区委員会

町内会・自治会運合会の地区運合会
=地区協議会の代表
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町田市地域経営ビジョン2030

市では2013年 12月に策定した「巴丁田市『協

働による地域社会づくり』推進計画」の後継計画

として、2017年 3月 に、「日丁田市地域経営ビ

ジョン203③」を策定しました。地区協議会を

はじめとする多様な主体が力を合わせ、地域姿源

を適用して未来へと続く地域をつくりあげていく

ことを「地域経営」と定義し、未来のビジョンを

共有しながら、地域社会づくりの推進を目指して

います。

昭錮市の地区協議会への支援

地区協議会は、地区の課題解決に取り組むネッ

トワーク組織として、地区の中核を担う役客」が期

待されています。そのためには、活動に関わる人

や地域団体が増えていくことが嚇要です。市では、

活動場所の提供や地域予算の交付、地期おうえん

コーディネーダーによる人的支援など、地区協議

会と運撓・協力しながらよりよい地瑚社会づくり

を推進していくと共に、地区協議会の活動の魅カ

や効果を積1丁又的に発信し、支援しています。

町団市
地域経営ビジヨン2030

2017年 3月

町B市

地域おうえんコーディネーダーとは

各地区協議会の運営や活動を応援している市職

員です。行正欠と地区協議会のパイプ役を担つてい

るほか、地域活動に関する相談対応など、様々な

場面で地域と運撓し、港躍しています。
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区域 :相原巴丁

2018年度 主な取り組み

広報 。広聴事業

住民の生きがいづくり事業

(ガラスフュージング千の花事業、相原

地区フアミリースポーツ普及事業、お

しゃべリクッキング事業、小さい人形劇

事業)

地域活性化事業

(真米の環境整備事業、相原にぎわい

創生事業、相原歴史研究事業)

大学との連携事業

(相原想いの竹カフェ事業)

相原地区に(よ様々な歴史資産や、

それにまつわるエピソー ドが残つて

しヽますが、世代交代や新ししヽ住民が

増えたことにより、それらを矢[る 人

が少なくなつてしまつているとしヽう

現状がありました。

そこで、「本目原歴史研究会」で |よ

改めて相原地区の歴史を調査し、住

民に伝えてしヽくことで、地区への愛

着を持つてもらう取り組みを始めま

した。

1燦

古文きの解析や住民の間き取 り調

査を行しヽながら、地区協議会から支

援を受け、音のホロ原の姿をまとめた

「歴史文化調査報告書」を作成。小学

校、老人ホーム、金融機関、図善館、

農協などに配布 し、地区の人たちに

見て地らえるようにしました。

昔の相原のことを矢□ることができ

ると、高齢者の方を |よ じめ、幅広い

世代から好評をいただしヽてしヽます。

地区協議会の構成団体とキ」連携す

ることで、様々なところから情幸母又が

集まつてきてしヽます。つ後も灌動の

幅を広げ、子ど‡〕達にも本目原の歴史

を伝えていくような渚動を行つてい

きたしヽと考えてしヽます。
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相原地区協議会は、相原
'也

区内で活動している団体を応援することで、地区全体の活性化を図つ

ています。その一つ「枢原歴史研究事業』でiよ、本巨原地区の歴史資料を様々な形で収集し、歴史

という視点で、地区の魅力を後世に伝える活動をしています。

活動を始めたきつかけ   「歴史文イヒ調査報告書」の作成 これからの展望
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ONW協 議会

小山・小山ヶ丘地区

ネットワーク協議会

安全・安心な街づくり事業

小山。小山ケ丘地区では、100名以上の見守り隊が、下校時に子どもの見守りを行つています。

小学校と連携して時間割を共有することで、無駄のない活動を行うことができています。

しく設置します。今後もこの標語は、

増やしてしヽく予定です。

多
角
的
な

視
点
で

安
全

・
安
心

街
づ
く
り

見守 り活動 |よ 、地区内の町内会・

自治会、ボランテイア有志の方がそ

れぞイlでルールを決めて実施してしヽ

ます。そのため、刑ヽ山・増ヽ山ヶ丘地

区ネットワー

`フ

協議会で |よ、地区全

体でルールの統一など|よ行わず、オ

レンジ色の防犯ベス トや横断旗を配

布し、沼動をバックアップしてしヽま

す。同じベス トを着用することで一

体感が生まれ、子ども達にとつても

「このベストを着ている人は安全」

という目E日 になります。小学校など

を通して参力[の呼びかけをし、「参

力□したい」としヽう声も出てきました。

地区内|こ |よ 200枚以上の防犯標

語の看板が設置されてしヽますが、大

人の目線で作られたt,のでした。そ

こで、子どわ達の目線の標語をつく

るため、地区内にある小学校 3校で

|よ 「交通安全」を、中学校 1校で|よ

「防犯」をテーマに、新しい標語を

募集しました。構成団体である青少

年健全育成小山地区委員会や小中学

校の働きかけによリスムーズに実施

ができ、たくさんの標語が集まりま

した。集まつた標語のうち20枚を

選び、アグリル板にして地区内に新

●

II
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構成団体 :16団体
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木曽地区協議会

区域 :木曽西、本曽束、

本曽巴丁

2018年度 主な取り組み
本 書 の臣 確 え

'ン =巧
:'一寮向回

広報広聴事業

地域活性交流事業

(本曽の歴史スタンプラリー、V

R,ARによる防災訓練、防災に

関する視察研修、避難施設開設

訓練の支援 )
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木曽地区協議会は「地域交流を広げ、老若男女、全ての世代間の垣根をなくすこと」を目指しなが

ら様々な事業を行つています。

F方 災訓練
と意見交換を行うことで、地域防災

についての考えが深まる機会になり

ました。

今後の展望

話 し合いの場で |よ 、役員全員が

とてもポジティブ。アイデアを出

すと前向きに検討できる空気がで

きているので、とて と,い い形で事

業づくりができてしヽます。今後も、

新 しい要素わ加えながら、より交

流を深めていきたいと考えていま

す。

視察研修で |よ 、役員を |よ じめ構

成団体所属員が防災の矢E識を深め、

今後の事業に渇かすため、気象庁

や総務省を見学 しま した。 40名

が参加 し、様々な視点から関係先

防災訓練で |よ、本曽境川小学校

でバーチャル・リアリティ等の機

械を用いた疑似体験請習と講演会

を開催。小学生や地域の住民など

幅広い人々が参力Eし 、交流を促進

し、共に防災意識を高める結果と

なりました。

視 察 研 4多

スダンプラリー

スダンプラリー |よ 、地区の住民全

体での交流促進を狙いとした企画。

青少年健全育成地区委員会の取り組

みをベースにしたもので、今回が 2

回目の開催です。

木曽地区の神社仏閣などを巡 り、

その歴史などを学べるマ ップを作

成。外国人家族の参カロがあつたり、

偶然居合わせた子どもと高齢者が一

緒に固ることになつたりと、様々な

形で出会しヽが生まれました。
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忠生地区協議会

(忠生子どもフェステイパル)

志生地区協議会は、全構成団体が集まる連絡会を年3回開催して、構成団体同士で情報を共有し、

それぞれの活動に連携・協力し合える関係づくりを進めています。

秋 に |よ 、交流親睦事業と してヽ

地域の子ども達が日頃の習い事な

どの成果を発表する「忠生子ど色

フェスティバル」を実施しました。

役員以外にも、若い子育て世代な

ども巻き込んだ実行委員会を組織

し、企画に|よ 子育て世代の人達か

らの意見も多く反映しましたc

フェスティバルで |よ 、地区の団

体の PRコ ーナーや物販ヨーナー

も設置。団体同士で協力 し合 しヽ、

様々な人達が交流する機会を増やし

た結果、600名以上の来場者が訪

れる大変盛況なイベン トになりまし

た。子ども達にとつても、自分たち

が住んでいる場所で大勢の人を前に

発表することlよ 、大きな励みになつ

てしヽます。今後も工夫しながら、続

けていきたいと考えてしヽます。

●  ●

その他、桜美林の学園祭や、子

どもマラソンなど地区で開催され

ているイベン トを応援 しなが ら、

地区協議会の PR渇動を行 つてしヽ

ます。桜美林の学園祭で |よ 、高齢

者支援センダーが中心 とな つて、

認矢[症カフエも開催。周矢[が進み、

「またきました」と言つてくださ

る方も増えました。今後も、手伝

い合える関係づくりを進めながら、

忠生地区のネットワークを広げて

いきます。
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玉サti学 園
南大谷
地区協議会

子 どもの成長盈

見守る

多世代交流拠点
～おむすび食堂

構成団体 :27団体

区域 :玉川学園、東玉川学園、

南大谷

2018年度 主な取り組み

子どもが遊べる広場事業

地域玉ちゃんサービス事業

空き家・空き部屋 。お庭活用事業

まちの魅力・時層マツプ事業

広報事業

玉南まちカフェ事業

はなびら市・地域交流事業

玉川学医盆踊りの復活事業

玉南子ども食堂事業

(おむすび食堂)

玉)を 1学園 。南大谷地区協議会は、事業を広く募集し、その活動を支援しています。2018年度は9

事業の応援をしており、今年度新規事業のひとつが、地区で運営している子ども食堂「おむすび食

堂」です。

「お0すび0堂」とは?

「おむすび食堂」 (よ 、地域全体で

子どもを育てたいという思いがある

お母さん達が絆を結び合つて始めた

子ども食堂です。地区協議会 |よチラ

シやホームページなどを通じて情報

を発信 し、渚動のバ ッグア ップを

行つています。

運営の工夫

沢山の子ども達に参力llし てもらえ

るよう、運営に|よ様々な工夫をして

います。地区の小学校に、チラシを

配布。また、企業と協力すること

で、提供できるメニューも充実しま

した。また、今年度復灌した 「玉チ||

音頭」の紹介など、食事以外にも

様々なレグリエーシヨンを取り入れ

ることで、子どもから大人まで楽し

める空間づくりをしています。開催

場所を高齢者支援センダーにした時

に|よ 、高齢者と子ども達が交流する

場ができました。玉用大学の先生や

学生の参カロもあるなど、少しずつ輸

が広がつています。

これからの活動

耳叉り纏みを通して、街に|よ善意が

浴れていると実感しています。現在

|よ 月に 4～ 2回の開催ですが、今

後さらに回数を増やしてしヽきたしヽと

考えています。子育てを始めとした

二カけ合いの仕組みをつくるため、他

の団体や企業とわ連携を深めなが

ら、取り組みを続けていきます。
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1脅成団体 :50団体

鶴川地区協議会

区域 :大 蔵 町、小野路 田丁、

金井、金丼阿、真光寺、

真光寺田丁、鶴川、能ヶ谷、

野滓 団町、広搭、広袴団丁、

三輸□丁、三輪緑山、薬師台

2018年 度 主な取 り組み

広報広聴事業

鶴川地域活動フエスタ事業

鶴川くらしの総合相談事業

倒割|lde八園ウィンウオーキンク事業

鶴川災害対策会議事業

鶴川見守りあいさつ運動事業

地域活性化事業

(フ ードバンク・学習支援・子ども食堂

の運営、子どもからシルバー世代まで

みんなで歌う参加型音楽祭の開催、囲

碁将模を通じて支え合うネットワークづ

くり、鶴川団地買い物支援、柿の本文庫、

三輪炭焼き竹林プロジエクト)

振り込め詐欺などの特殊詐欺 iよ、町田市でも多くの被害を出しています。また、高齢者が被害に遭

うだけではなく、中学生が受け子という形で事件に巻き込まれているという現実があります。

B丁 田警察と連携 構成団体の取 り組み ◆後の汚動

そこで、鶴ナ|1地 区協議会で |よ 、団

体 P日弓のつながりを送かして、構成団

体や企業、町巴警察と「鶴川地区特

殊詐欺被害防止委員会」を設立した

ほか、 10月 18囲に鶴川地区協議

会と町困警察で 「特殊詐欺被害防止

に関する共同宣言式」を実施するな

ど、「特殊詐致対策」に力を入れて

きました。

町田
=■

C a042・ ,22・ 0110

町内会・自治会連合会 |よ 、回覧等

を通して、広く住民に特殊詐欺に関

する注意喚起を実施。民生委員・児

童委員協議会は高齢者の自宅を訪 F□]

し、特殊詐欺の防止策などを伝えて

しヽます。青少年健全育成地区委員会

lよ 中学校と連携して、町囲警察署に

よる特殊詐欺被宮の呪状に関する防

犯講話を行い、企業 |よ啓発送動やチ

ラン配布、訪問販売の際の見回りな

どで協力しています。

地区全体で大きな課題を共有 し、

それぞれの団体が得意な分野で連

携・協力し合うことで、効果的な目叉

り組みにつながつていると感 じてい

ます。これ |よ 、多様な団体が関わる

地区協議会でなければ、実施できな

しヽことでした。今後も、コンビニや

無人 A TA/1な どの見□りや、若者を

対象にした講座の拡充など、様々な

形で防犯対策に取 り組んでいきま

す。

11



原町田地 区

協議会

(住民ワエクシヨップ)

地域交流事業 (ふれあいまつり)

広報広聴事業

子どもの見守り事業

お年寄りの見守り事業

「原町田ふれあいまつり」は、地区内の団体が集まり、カレーづくりやブースの出展などを通して、

団体間や住民同士の交流を深めるイベントです。

工
夫

フ
し
た
つ鍼

交
流

善
ち

か

づ

「原巴]田 g、 れあいまつ り」 |よ 、

2014年まで子どもを対象として青

少年健全育成地区委員会が実施して

いました。現在|よ 、地区協議会の事

業と位置づけ、対象を全ての世代に

拡大し、各団体が連携して取り組ん

でいます。

今年度 |よ、会場である町田第二小

学校の校庭が使用できず、体育館の

みでの開催となりました。限られた

スペースでlよ ありましたが、地区の

様々な透動団体へ参加を呼びかけ、

夕夕種多様なブースが出展されま し

た。また、参力□者が 1日中楽 しめる

ように、ブースの配置や舞台発表の

内容などを工夫し承した。運営面で

も、準備、進行、会場警備に構成団

体が協力し、円滑に進めることがで

きました。

今年度の実施にあたり、「子ども

からおじいちゃん、おばあちゃんま

で、様々な年代の人に来場してもら

う」ことを目標としてしヽましたが、

来場者の夕夕く|ょ、子どもとその親世

代でした。今後、さらに上の世代も

参力Bできるよう、内容等に工夫を加

え、多世代が交流できる事業にして

いきたいと考えています。

12



様々な形で

町田第 二地 区

協議会
・

子どもの見等り事業

高齢者の見守り事業

町田第二地区協議会では、「子どもの見守り事業」を環又り組むべき3つの柱の一つに掲げています。

登校時の見守 り活動に|よ町内会・

自治会の約 4害」が取 り組んでいます

が、下校時の見守り送動を行つてしヽ

るの |よ約 2割となつています。登校

時に比べ、下校時の見守り体制 |よ十

分と|よ言えない状況です。

児童の下校時間 |よ、学年や
`フ

ラス

により大きなひらきがあり、見守り

沼動が難しい状況です。一方、子ど

もに関係する事件・事故の多く|よ下

校時間帯に発生 しており、午後の見

守 り体制を強化する必要があ りま

す。

地区が一体となつた下校時の見守

り体制を構築していくため、初めて

夕方時間帯でいつせい見守りを実施

しました。交差点まで遠い人にも「な

がら見守り」をお願いしました。ま

た、見守り活動に着用するベス ト、

腕章、幅子などの他、新たに見守リ

カード (名札)を作成・配布し、気

軽に参力Eできるよう工夫しました。

更に、下校時の見守り|よ、交通安全

の確保だけでなく「防犯」効果t,大

きいことから、防犯プヾ 卜回―ルも合

わせて行しヽました。

午後の時間帯での参加者をどう確

保してしヽくのか、見守る方法 (形態)

をどうしたら多くの人に参力日しても

らえるかなど、まだまだ課題は残つ

ています。今後も、下校時の見守り

活動の必要性・重要性を地域住民へ

伝え、下校時の見守り体制を構築し

ていきます。
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見て、聞いて、試して。
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南地区協議会

地域の見守り事業 縮祉フェア)

地域交流事業 (南カフエ)

子島 の見守り事業

(子どもの工斉見?り )

広報広聴事業
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南地区協議会は、地区全体で様々な角度から検討を重ね、「福祉フエア」や『南カフェ」、「子どもの

一斉見守り」などの事業を実施してきました。

「福祉フェア」 |よ福祉をテーマに

したイベン トで、高齢者、子ども、

障がしヽ者など、福社のそれぞれの

分野で活動する団体が集まり、渚

動の紹介を行いました。来場者が

福祉機器などを体験 し、講演に参

加 しました。このように福祉としヽ

う大きな括 りで開催されるイベン

トは珍 しく、夕夕くの人から注目さ

れました。

r南カフェ」で|よ、地区で活動す

る団体が南市民センダーに集まり、

活動の発表や来場者との交流を行い

ました。団体間でも新たなと巴会いや

つながりぶ【 まれ、南地区がより灌

気づくようなイベン トにな りま し

た。

子どもの登校時に地区内の全小

学校の通学路で実施 した一斉見守

りで |よ 、 200名 以上の方の参カロ

がありま した。多くの大人が子ど

も達を見守ることで、交通安全だ

けで |よ なく、地区全体の防犯渚動

にもつながりました。

しヽずれの事業も、構成団体以外に

も多くの関係団体を巻き込み、対話

の中で様々なアイデアを取り入れ正

夫したことで、よりよいものになつ

たのだと考えています。

開催案内のチラシを見たことで、

「自分も沼動に参力]したしヽ」と申し

出てくれる人もいました。今後も事

業を通して、南地区全体のつながり

を増や tノ ていきます。
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。相原地区協議会

●ONW協 議会
(小と11・ 」ヽ 山 ヶ丘地区ネ ットワーク協議会 )

●木曽地区協議会

●忠生地区協議会

●玉川学爾・南大谷地区協議会

●鶴川地区協議会

●原町田地区協議会

●町田第二地区協議会

●南地区協議会



お

発行 :2019年 1月 26園

町田市市民告B市民協l動推進課

042-724-4362(I重通 )

この冊きは400部作成し、4部あたりの単価は 188円です (購員人件貴を含みます)




